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(57)【要約】
【課題】被験者の呼吸、脈拍、脳波等の生体信号をモニ
ターし、それらの状態や変化を発光する面発光表示装置
の発光状態に反映し、その光に合わせた呼吸をすること
によりリラックスでき、瞑想時や仰臥禅や坐禅時におい
て効果的に訓練できるメンタルヘルス・呼吸訓練システ
ムと面発光表示体を提供すること。
【解決手段】適度な輝度と大きさを有し、意匠性に優れ
有機的な発光をする有機ＥＬシート等の面発光表示体お
よび掛軸型面発光表示体を提供することにより、被験者
や指導者が効果的に被験者の状態を視認でき、かつ被験
者の生体信号に基づく暖白色から黄色の有機的な光の明
暗の変動を面発光表示体でリアルタイムに作り出すこと
により、その光の変動に合わせて被験者が呼吸すること
により長い時間雑念を生じず、かつリラックスすること
ができるメンタルヘルス・呼吸訓練システムであること
を特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の生体信号を取得し、その生体信号に基づいた被験者の状態をリアルタイムに面
発光表示装置の発光状態に反映させることにより、被験者自身や指導者が被験者の呼吸の
状態や心拍、脈拍、血圧等のバイタル情報や脳波等によるメンタル状態を容易に視認でき
、それらの情報を反映した発光を利用して心の状態を自己制御し、集中力を養ったり、心
の健康を増進するための呼吸訓練を行うためのメンタルヘルス・呼吸訓練システムであっ
て、
　人体の生体信号を取得するための生体信号センサー群と、
　生体信号センサーから出力された生体信号を受信し、その生体信号に基づいた信号を出
力する生体信号入力・受信装置と、
　生体信号入力・受信装置から出力された信号を受けて演算処理し、且つ制御装置として
機能する演算処理装置と、
　演算処理装置から出力された信号に基づいて発光する面発光表示体群とを備えており、
　人体信号センサー群は、生体信号入力・受信装置と有線接続したｓ台の人体信号センサ
ーと、無線接続したｍ台の人体信号センサーとを備えており、
　面発光表示体群は、発光面となる面発光表示部と情報を表示するためのサブ表示部とそ
れら表示部を駆動するための駆動回路とを備えた面発光表示体をｎ台備えており、
　演算処理装置は、演算処理したデータを保存し、呼び出すことができるデータ保存再生
装置と、外部の装置と通信するための外部通信装置と、面発光表示体群に接続され、それ
らの装置を制御するメンタルヘルス・呼吸訓練システムにおいて、
　外部通信装置にｐ台の音響出力装置と、ｔ台のアロマ発生装置と、が接続されているこ
とを特徴とするメンタルヘルス・呼吸訓練システム。
　ただし、ｓ、ｍ、ｎは、ｓ＋ｍ≧１、ｎ≧１、ｐ≧０、ｔ≧０を満たす整数である。
【請求項２】
　前記生体信号センサーとして、マイクロ波を使用したドップラーセンサーを使用して、
非接触で被験者の生体信号を取得することを特徴とする請求項１に記載のメンタルヘルス
・呼吸訓練システム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに使用する面発光表示体
であって、支持体である透明な基板の表面に形成された透明な陽極の上に、正孔注入輸送
層と電子輸送性発光層とからなる有機ＥＬ媒体層、陰極とをこの順に備えた有機ＥＬシー
トを用いた面発光表示体において、前記有機ＥＬ媒体層中の少なくとも１層の厚さを、基
板の中心部から周辺部に向って通常膜厚から徐々に厚い構成としたことにより、駆動電圧
増大分に対する発光輝度増大分の比が、周辺部における値より中心部における値の方が５
０％以上大きいことを特徴とする面発光表示体。
【請求項４】
請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに使用する面発光表示体で
あって、前記面発光表示体の前記面発光表示部の表面が、光拡散面または鏡面であって、
かつ文字や絵柄が金属ナノ粒子を含むインクを用いて表面に描かれていることを特徴とす
る面発光表示体。
【請求項５】
請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに使用する面発光表示体で
あって、前記面発光表示体の前記面発光表示部の表面が、光拡散面または鏡面を有し、か
つその発光色がＣＩＥ－ＸＹＺ表色系のｘｙ色度図上の白色、黄色、もしくは黄味橙色で
あることを特徴とする面発光表示体。
【請求項６】
　請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに使用する面発光表示体
であって、前記面発光表示体を形成した基板が四角形であり、その面発光表示体の前記面
発光表示部以外に、同一基板上に少なくとも１つ以上のデータ表示するためのサブ表示部
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が形成されていることを特徴とする面発光表示体。
【請求項７】
　前記面発光表示部が有機ＥＬシートであることを特徴とする請求項４～６のいずれかに
記載の面発光表示体。
【請求項８】
　請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに使用する面発光表示体
であって、
　掛け軸において作品を掲示する部位である中回し部に請求項３～７のいずれかの前記面
発光表示体を設置したことを特徴とする掛け軸型面発光表示体。
【請求項９】
請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練システムであって、前記面発光表示
体として請求項８に記載の掛け軸型面発光表示体を用いたことを特徴とする掛け軸型メン
タルヘルス・呼吸訓練システムである。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、坐禅やヨーガ、瞑想、仰臥時等における呼吸、心拍、脳波等の生体信号のフ
ィードバックによるメンタルヘルスや呼吸法訓練での自己訓練や指導に利用するメンタル
ヘルス・呼吸訓練システムおよびそれに使用する面発光表示体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、社会生活でのストレスや悩み、戦争や災害による恐怖や不幸、罪の意識等による
不眠、うつ病、無気力等精神を患う人が増えメンタルヘルスケアの重要性が叫ばれている
。
【０００３】
　また、ストレスは自律神経の交感神経と副交感神経の緊張のバランスを崩し、色々な病
気を誘発する。そこでストレスを発散し貯めないようにすることが重要で、他から邪魔さ
れない空間で坐禅やヨーガを行ったり、ヒーリング音楽等を聴いて、何かに捕らわれた心
を開放し心を自由にしてリラックスし、リフレッシュすることが行われている。
【０００４】
　また、老齢化による慢性閉塞性肺疾患などで呼吸器の機能が衰え、息切れや酸素吸入が
必要になる人も増えている。そのため呼吸器機能低下の予防や、お年寄りでも楽しくでき
る呼吸リハビリテーションの方法が求められている。
【０００５】
　また、スポーツの勝負や大勢の人前で演奏や講演をする時等には、あがらずに集中力を
長時間維持し十分実力を発揮するために、深呼吸することも良く行なわれている。
　腹式呼吸で深い呼吸をすると副交感神経が優位になり、脈拍や血圧が下がりリラックス
しストレスから解放される。また、ヨーガの瞑想では脳波のα波が強まり、集中力が高ま
り悩みやストレスからも解放されると言われている。
【０００６】
　そこで坐禅や仰臥禅、瞑想中等の被験者の呼吸の速度と間隔、脳波（周波数によりα波
β波θ波等がある）の強度や発生位置の変化や、心拍間隔、体温、血中酸素濃度などの生
体信号の変化等を可視化し、被験者にフィードバックできれば、自己の体と精神の状態を
容易に客観的に把握でき、集中力を高めたり、リラックスする訓練が効果的に行える。
【０００７】
　また、坐禅やヨーガの上級者の呼吸法や生体信号の状態を記録し、その状態を再生、可
視化できれば、上級者の呼吸法や脳波の状態を真似て訓練でき効果的に上達することも考
えられる。
　さらには、呼吸を整えることにより捕らわれた心から解放され悩みやストレスによる不
眠を解消したいという要望もあった。
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【０００８】
　そのようなニーズに応えるものとしては、例えば特許文献１に、タイマーによりＬＥＤ
ランプのレベルインジケーターを点灯させ、呼吸のタイミングを合わせ訓練する装置が開
示されている。しかし実際の呼吸や心拍をセンサーでモニターし、その状態をランプで表
示、記録することに関しては記載がない。そのため呼吸の訓練の到達度を把握することは
できなかった。
【０００９】
　また表示装置がむき出しの点発光のＬＥＤランプのレベルインジケーターのため、表示
装置自体は意匠性が低く、また発光にバイタリティ（生命力）を感じられず使用者が雑念
を抱かず集中して無心に光を見続ける対象としては相応しいとは言えなかった。
　一方、近年脳科学の進展で脳波と集中度や瞑想度の関係が解明されつつあり、脳波で機
械をコントロールできるようにもなってきている。
【００１０】
　脳波を解析し、メンタルヘルスコントロールの訓練に使う装置もニューロスカイ社等か
ら市販されている。また指の血流で測った脈拍周期のリズムから自律神経の状態をＬＥＤ
の３段階の発光色の変化やコンピュータ画面上のグラフで表示し呼吸法によるメンタルの
フィードバック訓練に役立てる装置がハートマス社から販売されている。
【００１１】
　また、ウエアラブルセンサー等により心電波形を計測し、心電図の隣接するＲ波（心臓
が収縮する時の心電図の波形）間の周期のばらつきや、脈拍の脈動間隔をポアンカレプロ
ット（脈拍の周期のばらつきを視覚的に表すためのグラフであり、ローレンツプロットと
も言う。）を行いリラックスと緊張のメンタル面の変化をグラフ化し可視化する試みも行
われている（非特許文献１、特許文献２－１２参照）。
【００１２】
　しかし、表示部が、ＬＥＤの３段階の色変化表示や、液晶ディスプレイ画面によるグラ
フ表示、またはＬＥＤによるバー表示では、表示装置の光に心を集中するに相応しい対象
とは感じられず、そのため集中力を維持して見つめ続けることができず、また半眼や黙想
状態ではグラフ表示が見え難いこともあり、十分にフィードバックの効果を得ることがで
きなかった。
【００１３】
さらには、大勢の坐禅者や瞑想者が集う坐禅会や瞑想の会において使う装置の場合、小さ
なＬＥＤ表示器や、角度依存性が大きく輝度ムラが大きい液晶ディスプレイを使った装置
では、大勢の坐禅者や瞑想者を相手に指導する際には視認性が悪く指導し難い問題があっ
た。
　そのような視認性の悪い液晶表示装置の例としては、例えばスマートフォン、タブレッ
トコンピューター、パソコン、テレビ等に用いられるドットマトリクスで形成されたディ
スプレイであって、被験者と３０ｃｍから１ｍ程度の距離を置いて使われる液晶ディスプ
レイ等が挙げられる。
　これらの液晶ディスプレイはＬＥＤバックライトが付いたドットマトリクス表示で、多
様な文字や図柄の表示に優れている。しかし一般的には白色全面発光時のピーク輝度が数
１００ｃｄ／ｍ２以下の場合が多く坐禅、仰臥禅、瞑想での半眼状態や、瞼を軽く閉じた
状態の際には光によるパワーを感じるには不十分である。
【００１４】
　また、画素が荒いディスプレイを近距離で見た場合は、画素のドットが目立ち、月や蓮
の花等の画像を表示した場合に実物感、実在感、バイタリティが得られない。
　さらに液晶ディスプレイにおいては、照度の低い部屋や寝室ではバックライトからの光
漏れによる黒表示部分のコントラスト低下と視角による輝度ムラが顕著に目立ち、表示体
自体および表示体に表示した文字や絵柄の画像を集中して見る対象としては全く適さない
。
【００１５】
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　また、有機ＥＬシートと似た面発光表示体として分散型ＥＬシートがある。分散型ＥＬ
シートは高誘電率バインダー中に直径数十μｍの硫化亜鉛系等の無機蛍光体粉末を分散し
たインクを透明電極フィルム上に塗布した発光層シートと、高誘電率なバインダー中にチ
タン酸バリウムやチタン酸ストロンチウム等の高誘電率誘電体粉末を分散したインクをア
ルミ箔電極上に塗布した誘電体層シートとを加熱圧着し、防湿フィルムでラミネートした
構造である。
【００１６】
　分散型ＥＬシートは、１００～４００Ｖ、数百～数ＫＨｚ程度の交流高電圧が印加され
駆動される。無機半導体からなる蛍光体中では生じたホットエレクトロンにより電子と正
孔が発生しドナー準位およびアクセプター準位に捕獲後、再結合するか、他の発光中心に
エネルギー移動することにより発光する。または無機半導体蛍光体中のＭｎイオン等の発
光中心を直接衝突励起することにより発光する。しかし最高輝度は数十から数百ｃｄ／ｍ
２程度と有機ＥＬシートより１桁から２桁低く、光によるパワーを感じ、集中して見る対
象としては輝度が足りず適さない。また交流駆動により音響ノイズが発生し、静寂な場で
の精神集中の妨げになり本発明の面発光表示体として相応しくなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１７】
【特許文献１】実案平３－５０９４６号公報
【特許文献２】特許第５１４８８５０号公報
【特許文献３】特許第４９３８３８２号公報
【特許文献４】特許第４８８５６５９号公報
【特許文献５】特許第４８８５６６０号公報
【特許文献６】特許第４９６５２０５号公報
【特許文献７】特許第５１０１８５９号公報
【特許文献８】特許第４９４３８０９号公報
【特許文献９】特許第５０４３４１８号公報
【特許文献１０】特許第５１７３２５１号公報
【特許文献１１】特許第５１９２１７９号公報
【特許文献１２】特開２００９－２２４７８号公報
【非特許文献】
【００１８】
【非特許文献１】ＮＴＴ技術ジャーナル、ｖｏｌ２６、Ｎｏ５、ｐ４２（２０１４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　上記のような事情に鑑み、本発明は、呼吸、脈拍、脳波などの生体信号をモニターし、
その変化をリアルタイムで可視化し、黙想して軽く瞼を閉じたり、半眼状態であっても、
被験者に効果的にフィードバックし訓練でき、また、訓練の手本となるような呼吸や脳波
等の生体信号データを記録し、面発光表示体で再生、可視化することで、それを目標とし
て精神集中法や呼吸法を訓練することができるメンタルヘルス・呼吸訓練システムを提供
することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記の課題を解決する手段として、本発明の請求項１に記載の発明は、被験者の生体信
号を取得し、その生体信号に基づいた被験者の状態をリアルタイムに面発光表示装置の発
光状態に反映させることにより、被験者自身や指導者が被験者の呼吸の状態や心拍、脈拍
、血圧などのバイタル情報や脳波等によるメンタル状態を容易に視認でき、それらの情報
を反映した発光を利用して心の状態を自己制御し集中力を養ったり、心の健康を増進する
ための呼吸訓練を行うためのメンタルヘルス・呼吸訓練システムであって、
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　人体の生体信号を取得するための生体信号センサー群と、
　生体信号センサーから出力された生体信号を受信し、その生体信号に基づいた信号を出
力する生体信号入力・受信装置と、
　生体信号入力・受信装置から出力された信号を受けて演算処理し、且つ制御装置として
機能する演算処理装置と、
　演算処理装置から出力された信号に基づいて発光する面発光表示体群とを備えており、
　人体信号センサー群は、生体信号入力・受信装置と有線接続したｓ台の人体信号センサ
ーと、無線接続したｍ台の人体信号センサーとを備えており、
　面発光表示体群は、発光面となる面発光表示部と情報を表示するためのサブ表示部とそ
れら表示部を駆動するための駆動回路とを備えた面発光表示体をｎ台備えており、
　演算処理装置は、演算処理したデータを保存し、呼び出すことができるデータ保存再生
装置と、外部の装置と通信するための外部通信装置と、面発光表示体群に接続され、それ
らの装置を制御するメンタルヘルス・呼吸訓練システムにおいて、
　外部通信装置にｐ台の音響出力装置と、ｔ台のアロマ発生装置と、が接続されているこ
とを特徴とするメンタルヘルス・呼吸訓練システムである。
　ただし、ｓ、ｍ、ｎ、ｐ、ｔは、ｓ＋ｍ≧１、ｎ≧１、ｐ≧0、ｔ≧0を満たす整数であ
る。
【００２１】
　また、請求項２に記載の発明は、前記生体信号センサーとして、マイクロ波を使用した
ドップラーセンサーを使用して、非接触で被験者の生体信号を取得することを特徴とする
請求項１に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練システムである。
【００２２】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練
システムに使用する面発光表示体であって、支持体である透明な基板の表面に形成された
透明な陽極の上に、正孔注入輸送層と電子輸送性発光層とからなる有機ＥＬ媒体層、陰極
とをこの順に備えた有機ＥＬシートを用いた面発光表示体において、有機ＥＬシートの有
機ＥＬ媒体層中の少なくとも1層の厚さを、基板の中心部から周辺部に向って通常膜厚か
ら徐々に厚い構成としたことにより、駆動電圧増大分に対する発光輝度増大分の比が、周
辺部における値より中心部における値の方が５０％以上大きいことを特徴とする面発光表
示体である。
【００２３】
　また請求項４に記載の発明は、請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練シ
ステムに使用する面発光表示体であって、前記面発光表示体の前記面発光表示部の表面が
、光拡散面または鏡面であって、かつ文字や絵柄が金属ナノ粒子を含むインクを用いて表
面に描かれていることを特徴とする面発光表示体である。
【００２４】
　また請求項５に記載の発明は、請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練シ
ステムに使用する面発光表示体であって、前記面発光表示体の前記面発光表示部の表面が
、光拡散面または鏡面を有し、かつその発光色がＣＩＥ－ＸＹＺ表色系のｘｙ色度図上の
白色、黄色、もしくは黄味橙色であることを特徴とする面発光表示体である。
【００２５】
　また請求項６に記載の発明は、請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練シ
ステムに使用する面発光表示体であって、前記面発光表示体を形成した基板が四角形であ
り、その面発光表示体の前記面発光表示部以外に、同一基板上に少なくとも１つ以上のデ
ータ表示するためのサブ表示部が形成されていることを特徴とする面発光表示体である。
【００２６】
　また請求項に記載７の発明は、前記面発光表示部が有機ＥＬシートであることを特徴と
する請求項４～６のいずれかに記載の面発光表示体である。
【００２７】
　また請求項８に記載の発明は、請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練シ



(7) JP 2017-74099 A 2017.4.20

10

20

30

40

50

ステムに使用する面発光表示体であって、掛け軸において作品を掲示する部位である中回
し部に請求項３～７のいずれかの面発光表示体を設置したことを特徴とする掛け軸型面発
光表示体である。
また、請求項９に記載の発明は、請求項１または２に記載のメンタルヘルス・呼吸訓練シ
ステムであって、前記面発光表示体として請求項８に記載の掛け軸型面発光表示体を用い
たことを特徴とする掛け軸型メンタルヘルス・呼吸訓練システムである。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムによれば、被験者の呼吸動作による身体変
位、心拍、血圧、心電波形、脈拍に伴う血流変化、血中酸素飽和度、脳波の周波数と電位
および脳波の発生位置、発汗量、電気抵抗、体温等の状態から選択された生体信号を生体
信号センサーにより取得し、取得した生体信号およびそれらの生体信号を演算処理する事
によって得た信号に基づいて、リアルタイムに面発光表示体の発光状態を変化させること
ができる。
【００２９】
　そのため被験者は、自己の状態をリアルタイムに面発光状態の変化により視認でき、自
己のメンタル状態を制御し、心の健康を増進するための訓練に役立てることができる。
また、従来から良く用いられていた被験者以外は視認できないＬＥＤが内蔵されたメガネ
型の発光表示体と異なり、本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに用いる面発光表
示体は、被験者以外からも被験者の状態を容易に視認できるため、指導者が大勢の被験者
を同時に指導する際にも効果的に利用することができる。
【００３０】
　さらに、記録された上級者の生体信号データを面発光表示体で再生することにより、初
心者でも、その状態を目指して効果的に呼吸法等の訓練を行うことができるようになる。
【００３１】
　また本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに用いる面発光表示体に有機ＥＬシー
トを用いることにより、その適度な輝度と美しく暖かい光の発光状態の変化や、その発光
面に仏画などの絵柄や題目の文字等が浮き出るようにすることにより、光による一種独特
の雰囲気や力を感じるようにすることが可能となる。そのため、光のみを心に受け入れら
れ雑念を捨て集中することが容易になり、より精神を安定させリラックスできるようにな
る。また落ち着いて睡眠できるようになる効果がある。
【００３２】
　また面発光表示体に、可撓性の有機ＥＬシートを用いた場合は、巻き取り可能な掛け軸
に組み込むことができ、呼吸訓練などに相応しい雰囲気を作り出すことができると共に、
持ち運び易い形態となり、また壁に掛けたり、天井に張り付けやすい形態となる。
【００３３】
　また、本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに用いる生体信号センサーにマイク
ロ波のドップラー効果を利用したドップラーセンサーを用いることにより、わずらわしい
電線コードに繋がれず、非接触で呼吸や膜拍等の生体信号を取得できる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムの装置構成の一例を示す説明図。
【図２】本発明の面発光表示体に用いる有機ＥＬシートの例を示した断面模式図。
【図３】本発明に用いる面発光表示体の形状および構成の例を示す説明図。
【図４】有機ＥＬ媒体の厚さが異なるＥＬ素子の中心部と周辺部の輝度－電圧特性の例を
示したグラフ。
【図５】面発光表示体を取り付ける前の本発明の掛け軸の背面図を示す説明図。
【図６】面発光表示体を取り付け後の本発明の掛け軸の背面図を示す説明図。
【図７】面発光表示体を取り付け後の本発明の掛け軸の前面図を示す説明図。
【図８】面発光表示体を取り付け後の別の場合の本発明の掛け軸の前面図を示す説明図。
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【図９】面発光表示体を取り付け後の本発明の掛け軸の側断面を示す概略断面図。
【図１０】フレキシブルな面発光表示体を取り付け丸めた後の本発明の掛け軸の側面図を
示す概略断面図。
【図１１】本発明の掛け軸に用いる面発光表示体の駆動電圧を変化させた際の発光状態の
変化の例を示した説明図。
【図１２】サブ表示部に線香型タイマーを用いた時の表示方法を示した説明図。
【図１３】一般的な有機ＥＬシートの素子構造の一例を示す概略断面図。
【図１４】従来の透明陽極のパターンの例を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
＜メンタルヘルス・呼吸訓練システム＞
　本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムの構成例を、図１に示す。なお、図１で、
ｍ、ｎ、ｐ、ｓ、ｔは、s+ｍ≧１、ｎ≧１、ｐ≧０、ｔ≧０を満たす整数である。本発明
のメンタルヘルス・呼吸訓練システム１００は、被験者１の生体信号を取得するための少
なくとも１台の生体信号センサー２、２’と、少なくとも生体信号入力、受信装置４、演
算処理装置５、データ保存再生装置６、面発光表示体８、外部通信装置１１を備えている
。その他の構成要素として、少なくとも１台の音響出力装置１２とアロマ発生装置１３を
備えていても良い。音響出力装置１２は音楽や指導の声、呼吸時のリズムを取るための音
等を流すためのもので各種のスピーカーを好適に使用することができる。アロマ発生装置
１３は、被験者が選択するか、制御装置である演算処理装置５が、予め設定した方法に基
づいて被験者の状態に適合するように、香料やお香などの芳香物質を環境中に放散する装
置である。矢印はデータの流れを表す。
【００３６】
（生体信号センサー）
　生体信号センサーは、被験者の呼吸の速度・間隔、脳波、心拍間隔（脈拍）体温、血圧
、血中酸素濃度などの生体信号を取得するためのセンサーであって、接触式でも非接触式
でも良く、ｓ台の有線接続用の生体信号センサー２およびｍ台の無線送信装置３を含む無
線接続用の生体信号センサー２’とが被験者１の生体信号を取得するために備えられてい
る。
　ここで、複数台の生体信号センサー２や生体信号センサー２’を生体信号センサー群お
よび複数台の面発光表示体８を面発光表示体群と呼ぶ。便宜上、１台の場合であっても、
生体信号センサー群、または面発光表示体群と呼ぶことがある。
　生体信号センサー２、２’には取得した信号を増幅するプリアンプを含んでも良い。そ
れらのセンサーで得られた生体信号は、有線の場合はユニバーサル・シリアル・バス（Ｕ
ＳＢと略）等による接続で、無線送信の場合はセンサーに接続された無線ＬＡＮやブルー
トゥース、赤外線通信等の無線送信装置３を通して生体信号入力、受信装置４に送られる
。送られた信号は演算処理装置５で演算処理され、逐次、データ保存再生装置６に保存さ
れる。
【００３７】
（生体信号入力、受信装置）
　生体信号入力、受信装置４は、生体信号センサー２、２’から送信されてくる生体信号
を受信し、演算処理装置５に送信する機能を備えており、異なる種類の複数の生体信号を
リアルタイムで処理することが可能である。
【００３８】
（演算処理装置）
　演算処理装置５は、生体信号入力、受信装置４から送信される生体信号と生体信号を使
用して、予め設定した方法で演算処理した演算結果に基づく信号データを、データ保存再
生装置６に保存する機能と、保存した信号データを面発光表示体８の駆動回路７に送って
、面発光表示部９やサブ表示部１０を駆動する機能を備えている。また、本発明のメンタ
ルヘルス・呼吸訓練システム１００の制御装置としての機能も備えており、生体信号入力
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、受信装置４、データ保存再生装置６、外部通信装置１１などを制御する。また、被験者
が情報を入力する機能も備えている。
【００３９】
　測定された生体信号データは、演算処理装置５内のデジタルシグナルプロセッサ、また
は市販のスマートフォン、タブレット端末、パソコン等を演算処理装置５として利用し、
各種指標となる値や演算値が計算される。
【００４０】
　例えば、マイクロ波ドップラーセンサーで得られた生体信号はフーリエ展開されること
により周波数分析され、呼吸と脈拍に特有の周波数に信号が分離されることにより、それ
ぞれに帰属され、呼吸や脈拍の回数や速度、間隔等の状態を知ることができる。
【００４１】
　呼吸は、リラックスしている時はゆっくり深い腹式呼吸となり、脈拍は通常より低下す
る。逆にストレス時には呼吸が速く浅くなり胸式呼吸となり、脈拍や心拍が通常より増加
する。
【００４２】
（面発光表示体）
　面発光表示体８は、演算処理装置５から送られてくる信号を駆動回路７が受け、面発光
表示部９が駆動回路７によって駆動され、表示される。また、サブ表示部１０にも、情報
が表示される。
　演算処理装置５から、ｎ台の面発光表示体８の駆動回路７に信号が送られ、面発光表示
部９の発光状態を制御し表示する。
　駆動回路７は面発光表示体８の筐体中に含まれていても良いし、外付けであっても良い
。
面発光表示体８は、主要な面積を占める面発光表示部９を含み、データ表示用のサブ表示
部１０を備えていても良い。本発明で用いる面発光表示部９の形状は円形、楕円形の他、
四角形、八角形等の多角形状も可能であるし、およびそれらの形を組み合わせた形や任意
の形状としても良いが、月や仏の光背を象徴する円形を好ましく用いることができる。
また、面発光表示部９は、光拡散面または鏡面を有し、光拡散面と鏡面が混在していても
良い。
【００４３】
　また面発光表示部９の大きさは、被験者までの距離に応じて、面発光であることを認識
できる視野角が確保できる面発光表示部９の大きさが望ましく、好ましくは満月の視野角
に相当する０．５度以上、より好ましくは５度から３０度である。０．４度以下では視野
角が小さく面発光を感じ難くなり、眩しくない輝度での発光量も少なくなるため被験者へ
メンタルへのインパクトも小さくなる。３０度より大きいと圧迫感を感じやすい。また直
径４０ｃｍより大きい場合は消費電力が増大し、また高製造コストになる。
【００４４】
　具体的な使用例では、面積７ｃｍ２以上の円形の面発光表示体を被験者から２０ｃｍ以
上離して用いることが望ましい。例えば２０～３０ｃｍの距離で見る腕時計の風防ガラス
や文字盤や懐中時計の蓋に内蔵させるには直径１．５ｃｍから４ｃｍ、スマートフォンの
カバーに内蔵させるには直径３ｃｍから６ｃｍが好適である。３０ｃｍ以上離して見るタ
ブレットパソコンのカバーや目覚まし時計に内蔵させる場合は、直径５ｃｍから１０ｃｍ
、６０ｃｍ以上離してみる掛け軸や衝立、鏡台へ取り付ける場合は直径１５～３０ｃｍ、
額等に入れ壁面に取り付け１ｍ以上離れて見る場合や寝室の天井に下向きに貼りつけるか
ぶら下げ設置しベッドや床から仰臥して観る場合は直径２０ｃｍから４０ｃｍの大きさが
適当である。
【００４５】
　また面発光表示部９の最高輝度は、１５００ｃｄ／ｍ２以上が相応しく、より好ましく
は被験者と面発光表体８間の距離によるが、６０ｃｍ以上の距離ならば３０００ｃｄ／ｍ
２以上かつ６０００ｃｄ／ｍ２程度以下の輝度で発光できる面発光体を用いることがより
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好ましい。１５００ｃｄ／ｍ２未満の場合は光によるパワーが感じ難く、６０００ｃｄ／
ｍ２より高輝度では暗所では瞳孔が開いているため距離が１ｍ以下では目に眩しく感じ疲
労する。
　また面発光表示部９が白色発光する場合においては、強い輝線スペクトルを含まず４５
０ｎｍから７００ｎｍ以上までの発光領域を含むブロードなスペクトルであることが目に
優しく望ましい。
　また面発光表示体８の面発光表示部９の発光色は、ＣＩＥ（国際照明委員会）－ＸＹＺ
表色系のｘｙ色度図上の白色、黄色、もしくは黄味橙色の範囲が目に優しいため望ましく
、色温度は、２０００Ｋ以上６０００Ｋ未満、より好ましくは２０００Ｋ以上４０００Ｋ
以下、さらに好ましくは２０００Ｋ以上３５００Ｋ以下の電球色等の暖色が優しく暖かい
光と感じられ、かつ暖色系の光に含まれる長波長の赤色光は瞼の透過率が高いと考えられ
望ましい。
【００４６】
　また面発光表示部９に最も相応しい光源は、有機ＥＬシートが挙げられる。有機ＥＬシ
ートは有機発光材料のエレクトロルミネッセンス（ＥＬと略）現象を利用した自発光型の
薄型シート状光源で、有害な紫外線や赤外線を殆ど含まず目に優しく暖かみが感じられ本
発明の面発光表示体８の面発光表示部９として望ましく用いることができる。
【００４７】
　有機ＥＬシート以外の他の適した面発光表示体８としては、表面を非光沢の低反射光拡
散性処理をした無機の白色ＬＥＤ等を内蔵したバックライトユニットを利用することもで
きる。
　しかし通常の白色ＬＥＤは、青色ＬＥＤの光の一部を黄色の蛍光体で変換している。そ
のため波長４５０ｎｍ付近に青色の強い輝線発光スペクトルを含むため長時間見続けると
目を傷める恐れがある。そのためＬＥＤを用いた面発光表示体を用いる場合は、４００ｎ
ｍから４６０ｎｍ程度にある紫色から青色の強い輝線ピークの強度が、緑から赤の発光成
分のピークの強度よりも低い暖色系の白色ＬＥＤを用いることが望ましい。
【００４８】
　また、個別のＬＥＤパッケージを基板上に配列して作るＬＥＤ内蔵の面発光表示体パネ
ルは、色ムラや輝度ムラが生じやすく、かつ可撓性のＬＥＤパネルを作り難いため掛け軸
のような巻物に組み込む場合には巻くことが困難になる。
　しかしＬＥＤエッジ光源付導光板シートに、光拡散シート、マイクロレンズアレイシー
ト、マイクロプリズムアレイシート等を積層して用いることにより眩しさを抑え、可撓性
にすることもできる。その場合、有機ＥＬシートを用いた場合よりも厚くなるが、有機Ｅ
Ｌシートと同様の適度の輝度と発光の輝度と分布を実現でき本発明のメンタルヘルス・呼
吸訓練システムに面発光表示体８として使用することもできる。
【００４９】
　またＬＥＤの調光は電流－電圧特性が急峻なためＯＮ／ＯＦＦのパルス幅制御が行われ
ることが多く、ちらつきの原因にもなっている。有機ＥＬシートは無機のＬＥＤよりもゆ
るやかな電流－電圧特性を有するため調光制御が簡単で、安価な電圧調整装置や電流調整
装置による階調制御が容易で、１０００ｃｄ／ｃｍ２程度から６０００ｃｄ／ｃｍ２程度
の輝度まで滑らかに調光でき、色温度３０００Ｋ前後の優しく暖かい白色発光を得られる
。
　そのため面発光表示部９を直接見ても眩しくなく、坐禅や仰臥禅、瞑想時の半眼や軽く
瞼を閉じた状態においても光のパワーを感じるのに最適な輝度に調整でき、かつ発光の変
化やゆらぎにより高い癒し効果を得ることもできる。
【００５０】
（面発光表示体用有機ＥＬシート）
　次に本発明の面発光表示体として好ましく用いることができる有機ＥＬシートについて
さらに詳しく説明する。
　有機ＥＬシートは、光透過性の基板を用い、基板側からＥＬ発光を取り出すボトムエミ
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ッション構造と、ＥＬ発光を基板と反対側の電極から透過するトップエミッション構造の
素子の使用が可能であるが、一般的な有機ＥＬシートに用いられるボトムエミッション素
子の構造の一例を図１３に示し、その製造方法の例を以下に説明する。
【００５１】
　まず基板１４はガラスや、表面に水蒸気や酸素のバリアフィルムを形成した可撓性のプ
ラスチックフィルムやシート等の光透過性の基板が用いられる。可撓性のプラスチックフ
ィルム製の基板を用いると、掛け軸のように繰り返し巻くことが可能となる。ガラス基板
であってもガラス基板の厚さが０．０５ｍｍ厚程度の場合には直径数ｃｍ程度の曲率半径
で曲げ可能な可撓性を付与することができる。トップエミッション構造の素子の場合はス
テンレス箔上に絶縁膜を形成して用いることができる。
【００５２】
　基板１４上には、低抵抗化の必要に応じてスリット状、網目状等の金属膜やナノワーヤ
ー等からなるバス電極が形成された後、ＩＴＯ（インジウム錫複合酸化物）のスパッタ膜
やＰＥＤＯＴ：ＰＳＳ等の導電性ポリマーの塗布膜からなる透明陽極１５が形成される。
次に電極層の端部は、必要に応じて保護膜１６でカバーされ電極端への電荷の集中による
絶縁破壊やエッチングや拭き取り端の凸凹による素子の電気的な短絡が抑制される。
【００５３】
　陽極上には有機ＥＬ媒体層である正孔注入輸送層１７と電子輸送性発光層１８が真空蒸
着または塗布により積層される。正孔注入輸送層１７は、正孔注入層と正孔輸送層に機能
分離し積層しても良く、さらには正孔注入輸送層、正孔輸送層、電子ブロック層の３層に
機能分離し積層することもできる。電子輸送性発光層１８は、発光層、電子輸送層に機能
分離し積層しても良く、さらには発光層、正孔ブロック層、電子輸送層、電子注入層の４
層に機能分離し積層することもできる。
【００５４】
　発光層中の発光物質は有機蛍光材料、有機りん光材料、熱活性化遅延蛍光（ＴＡＤＦと
略）材料や無機半導体の量子ドットを含む材料等からなる。
　また、白色発光は、赤、緑、青の発光材料の混合や、赤、緑、青の発光層の積層や、青
緑と黄色の発光層を積層し得ることもできる。
【００５５】
　そのように１ユニットの有機ＥＬ素子の発光層内において複数の発光材料の濃度勾配を
付けた混合や発光層の積層により形成した有機ＥＬシート３８は、駆動電圧を変化させる
と正孔と電子の発光層への注入キャリアバランスの変化による発光層中での正孔と電子の
再結合位置が変化することでＥＬ発光色を変化させられる場合もある。
【００５６】
　また、赤、青、緑の各有機ＥＬ素子ユニット間の電子注入層と正孔注入層の間に、中間
膜として１ｎｍ以下の金属膜や、透明導電膜等の電荷発生層を挟みマルチフォトン素子と
することで、高効率で、かつ輝度による色変化の少ない白色発光を得ることもできる。
【００５７】
　次に電子輸送性発光層１８または電子輸送層（図示せず）または電子注入層（図示せず
）の上にアルミニウムや銀等からなる陰極１９が真空蒸着される。陰極１９を光透過性に
する場合は、１０ｎｍ程度の厚さの金属層で形成するか、メッシュ状に形成する。その場
合には透光性有機ＥＬシートにすることもでき、ステンレス箔等の金属基板を用いた場合
にはトップエミッション型の有機ＥＬシートにすることもできる。
【００５８】
　次に水蒸気バリアのため、必要に応じてバリア膜（図示せず）が成膜され、さらに封止
シート２０が接着され封止され本発明のシート状の面発光表示体が得られる。
【００５９】
　光取り出し効率向上、発光色の視野角依存性の低減、鏡面反射の防止等のため発光面に
は光取り出しシート２１を貼りつけても良い。光取り出しシート２１はマイクロレンズア
レイ、マイクロプリズムアレイ、光拡散シート等を積層して形成され有機ＥＬシート３８
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の内部で発光したＥＬ発光が空気界面での全反射により損失することを低減し発光効率を
向上できる。
【００６０】
　光取り出しシート２１が無い場合は、有機ＥＬシート３８の発光面は陰極１９に光反射
性金属を用いた場合は陰極を反映した鏡面状になるが、光拡散性の光取り出しシート２１
を貼りつけた場合の発光面は光拡散面になり、光取り出しシート２１の表面または裏面に
文字や絵柄が描かれるか印刷されていても良い。
【００６１】
　有機ＥＬシート３８は、陽極端子部２２と陰極端子部２３間に３Ｖから１０Ｖ程度の電
圧を印加することにより正孔と電子が発光層の発光材料分子に注入され励起状態が作り出
され発光する。半導体の発光性量子ドットが発光層中に混合または積層されている場合は
量子ドットへのキャリア注入やエネルギー移動により量子ドットからのスペクトル巾の狭
い発光を得ることもできる。
【００６２】
　有機ＥＬシート３８からは、１０００ｃｄ／ｍ２から１００００ｃｄ／ｍ２程度の高輝
度発光を安定に得られる。また有機ＥＬシート３８は自発光素子のため非常にコントラス
トの高い表示が可能となる。
【００６３】
　また、有機ＥＬシート３８は、主要な面積を占める面発光表示部９を作りこんだ同じ基
板上に、ドットマトリクス表示やセグメント表示からなる時間やデータ表示用のサブ表示
部１０を作りこむこともできる（図１参照）。
【００６４】
　また、複数枚の発光色の異なる透光性有機ＥＬシートを直接またはスペースを空けて重
ねた面発光表示体を用い、各有機ＥＬシートに周波数別の脳波強度等の各生体信号データ
を割り当て表示することで、発光色の混合具合により被験者の状態を効果的にフィードバ
ックすることができ、さらに前述の音の効果を併せてより効果的にメンタルヘルス・呼吸
訓練を行うことができる。
【００６５】
　有機ＥＬシート３８は直流駆動なため、蛍光灯のように交流の電灯線駆動によるチラつ
きを生じたりノイズを発生することが無く、白熱ランプのように熱線による目への悪影響
も無い。またＬＥＤ照明のようにスポット的な発光による眩しさや、過大なブルーライト
による目への悪影響やサーカディアンリズム（約２４時間周期で変動する生理現象で、体
内時計とも呼ばれる。）を乱す恐れも低い。
【００６６】
　以上述べたように有機ＥＬシート３８は、本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システム
に用いる面発光表示体として相応しく用いることができる。
【００６７】
（サブ表示部）
　次に、坐禅の経過時間や呼吸数や脈拍数などの情報を表示するサブ表示部１０について
説明をする（図１参照）。
　サブ表示部としては、面発光表示体の最大面積を占める面発光表示部と同一基板に作ら
れたセグメント型やドットマトリクス型のＥＬ表示装置を用いるか、別の基板に作られた
ＥＬ表示装置やバックライト付き液晶表示等を用いることができる。サブ表示部には、各
種の情報を表示することができる。例えば、図１２に示したような線香を模したタイマー
とすることができる。ここでは、３×１７セグメントの細長い表示とし、３列の中の列の
セグメントを時間と共に上から順に赤色発光表示して火がついた線香の先端とし、両脇の
列の緑色のセグメントの発光が上から時間と共に順に消灯する表示として線香が時間と共
に短くなる様子を表示した例を示している。呼吸訓練などの開始前は、一番左に示したよ
うに線香に火が点いていない。訓練を開始すると、左から２番目に示した様に３列の中の
列の上先端のセグメントが赤く表示される。時間の経過と共に、線香が短くなる。右から
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２番目は２１分後、一番右は４５分後の状態を示しており、あと一こまを残して線香が燃
え尽きようとしている状態である。この様にして予め設定した時間が経過すると線香が燃
え尽き、訓練の終了を告げる。サブ表示部にこのような表示をしている間、図１に示した
アロマランプやディフューザー等のアロマ発生装置１３から、線香やお香の香りを発する
ようにし、よりリラックス効果を高めることも可能である。また、サブ表示部は、複数備
えていても良い。
【００６８】
　次に図３に本発明に用いる面発光表示体８の発光面から見た例を示す。
【００６９】
　図３（Ａ）に示した面発光表示体８は、外形が四角形の基板で主な発光面積を占める円
形の面発光表示部９を有し、同じ基板上に面積の小さなデータ表示用のサブ表示部１０が
形成されている。演算処理装置が外付けの場合は、外付け演算処理装置からコネクター接
続部３５を通して面発光表示部９やサブ表示部１０の内蔵された駆動回路へ制御信号が供
給される。また、電源の供給は図示していないコネクターにより外部電源より供給されて
も良いし、面発光表示体８自身が電池を有していても良い。
【００７０】
　また、図３（Ｂ）の面発光表示体８は、四角形の外形の基板を用いた四角形の面発光表
示部９を有する場合、また図３（Ｃ）の面発光表示体８は八角形の外形の基板を用いた円
形の面発光表示部９を有する場合で、どちらもサブ表示部を同じ基板上に形成しない例で
あり、市販の照明用の有機ＥＬパネルやフレキシブルなシートを用いることができる。
【００７１】
　図３（Ｂ）、（Ｃ）のように、サブ表示部を面発光表示部９と同一の基板上に形成しな
いパネルやシートを用いる場合は、必要に応じてサブ表示部用の表示パネルやシートを別
途用意し、面発光表示体８に筐体を設け、組み込むことができる。
なお、坐禅や瞑想中は面発光体の発光にのみ集中できるよう、発光型のサブ表示部１０の
場合は、表示、非表示が選択できることが望ましい。
【００７２】
　これらの面発光表示体８およびメンタルヘルス・呼吸訓練システムは、時計、壁面、額
、天井板、衝立、掛け軸、扉や襖、鏡台、神棚、仏壇、スマートフォンやタブレットコン
ピューターのカバー等に組み込むことができる。
【００７３】
（音声の保存・再生・出力）
　さらには、外部通信装置１１を通してスマートフォンや携帯音楽プレーヤーに保存され
ていたｍｐ３形式等の音楽ファイルをデータ保存再生装置６に保存し、外部通信装置１１
を通してアンプやスピーカー、イコライザー等からなる音響出力装置１２へ出力すること
もできる（図１参照）。ヒーリング効果の高い水音、波音、風音、尺八や笛の音、その他
声明、ヒーリング音楽、ホーミー等の倍音を含む歌声、また生体信号センサー２、２’か
ら得られた生体信号に応じてタイミングが制御された鐘や磬子（けいす）、おりん、シン
ギングボールの打音や水滴の残響音が本発明には相応しく用いられる。
【００７４】
　また生体信号センサー２、２’で得られた被験者の深呼吸時や通常の呼吸時の初期デー
タ値による音を基本音とし、さらに誘導したい値に応じた音の大きさ、共鳴周波数、減衰
時間等を基本音から変化させ被験者に聴かせることで、目的とするリラックスした精神状
態や呼吸リズムに誘導することもできる。
　被験者の所望のメニューにより被験者毎の初期データを用いて誘導するデータを計算し
て発する音の種類とタイミング、周波数、減衰時間、残響、面発光表示体の輝度等を制御
することができる。なお、被験者の所望のメニューは、演算処理装置５により選択するこ
とができる（図１参照）。
【００７５】
　生体信号センサー２、２’以外の構成要素である、生体信号入力、受信装置４、演算処
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理装置５、データ保存再生装置６、面発光表示体８、外部通信装置１１、音響出力装置１
２、アロマ発生装置１３は、１つの筐体に納められていても良いし、個別に有線または無
線で接続されていても良い。
　また、生体信号入力、受信装置４、演算処理装置５、データ保存再生装置６は、専用装
置の他に、市販のスマートフォン、タブレット端末、パソコン等の情報機器に置き換えて
使用することもできる。
（データ保存再生装置）
　データ保存再生装置６は、演算処理装置５によって保存命令されたデータ（生体信号入
力、受信装置４から送信される信号や被験者が演算処理装置５に入力した情報など）を保
存し、また演算処理装置５によって読み出し命令されたデータを読みだす機能を備えてい
る。
　データ保存再生装置６は、情報機器内の内部メモリーであっても、ＵＳＢメモリーやＳ
Ｄカード等の移動可能な外部メモリー装置を利用しても良い。
【００７６】
（外部通信装置）
　外部通信装置１１は、演算処理装置５によって命令された外部装置に信号を送って駆動
させる機能を備えている。例えば、図１に示した音響出力装置１２に信号を送ることによ
って音声を出力させることができる。またアロマ発生装置１３に信号を送ることによって
被験者に芳香を供給することができる。
　また、外部通信装置１１を通して、インターネット等を利用し遠隔地に生体信号を送信
し、遠隔地の人とのコミュニケーションや指導ができるようにすることもできる。
【００７７】
（電源装置）
　また本システムの電源装置は、図１に図示していないが、十分な電力を供給できるもの
であれば、特に限定するものではない。図１中の生体信号センサー２、２’や各装置は、
各種の電池やＡＣアダプター、ＵＳＢ等の有線給電、または人体表面に貼りつけた温度差
発電装置や、体液を利用した燃料電池等を通して給電することが可能である。
【００７８】
（生体信号の取得方法）
　生体信号センサー２、２’で得られた生体信号は、生体信号入力、受信装置４に入力さ
れる。
　従来、呼吸の動きの測定はベルト式のロードセル（圧縮力・引張力等の荷重を感知し、
電気信号に変換する変換器）が用いられたが、圧迫感があった。
　そのため、できるだけ被験者の動きを束縛しない無線方式を利用することが望ましい。
　そこで本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システム１００では、呼吸と脈拍の同時測定
用の生体信号センサーに、１０．５２５ＧＨｚ帯（屋内専用）または２４．１５ＧＨｚ帯
のマイクロ波を利用した、非接触で測定可能なドップラーセンサーを利用することが望ま
しい。
【００７９】
（ドップラーセンサー）
　従来、呼吸測定用に用いられたレーザー光線を利用した非接触式のドップラーセンサー
は着衣の場合は着衣で反射し正確には測定できない問題があった。しかしマイクロ波は着
衣を透過し体表で反射することにより、直接人体と接触せずにセンサーから２～３ｍ程度
離れた被験者の呼吸と脈拍の情報を含む信号を非接触測定できる。
【００８０】
＜心電図の測定＞
　次に心電図を測定する場合について説明する。従来、胸に生体信号センサー２の電極を
貼り、生体信号入力、受信装置４までの間を有線で結んでいたため、濡れた冷たい電極を
貼る不快感や複数の太い電線により体の自由な動きが束縛される煩わしさがあった。
【００８１】
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　本発明のシステムでは、人体表面の電位変化を服を着たまま坐禅中に測定し心電図を得
ることもできる。例えば表面を導電性繊維の布で作った坐禅座布団を基準電極として、心
臓を挟んで左右の腕に導電性高分子を含浸させた炭素線維製の導電性伸縮性リストバンド
をはめて電極とするか、左右の手の指に電極となる指輪をはめて電極とし、左右の電極の
電位差から心電図を測定する生体信号センサー２’を用い、測定データを、無線送信装置
３を通して無線で生体信号入力、受信装置４に送ることができる。
【００８２】
＜測定データの演算処理＞
　次に心電図の測定データを例にして演算処理装置５での処理を説明する。
　心電図中のＲ波間隔を検出し、ローレンツプロットを行なうと楕円状の散布図のプロッ
トが得られる。
　ここで、京都大学の十一らは交感・副交感神経機能の個別評価が，ローレンツプロット
を用いることで短時間の心拍測定（２分程度）から得られたことを報告している（Ｊ．Ａ
ｕｔｏｎ．Ｎｅｒｖ．Ｓｙｓｔ．，６２、ｐ７９－８４、１９９７)。
【００８３】
　ローレンツプロットで得たグラフの楕円の長軸の長さ（対称軸方向の標準偏差の４倍）
と短軸方向の長さ（対称軸を横切る方向の標準偏差の４倍）の値をそれぞれＬとＴとする
。
安静状態では交感神経活性の指標となるＬ／Ｔの値が大きくなり、集中、緊張状態では小
さくなる。またｌｏｇ（Ｌ×Ｔ）の値は副交感神経活性の指標となり腹式呼吸の際に大き
くなるということが知られている。
【００８４】
　そこで、Ｌ／Ｔ、またはｌｏｇ（Ｌ×Ｔ）の値を選択し、その値の大きさに比例して面
発光表示体８の面発光表示部９の発光状態を被験者の測定データに応じてリアルタイムで
変動するように制御することにより被験者の状態を可視化でき、効果的にフィードバック
することができるようになる。
【００８５】
＜各種の生体情報の測定技術＞
（脈拍の測定）
　また脈拍は血流の変動から測定することができる。例えば指先、腕、耳たぶ等をレーザ
ードップラーセンサーやパルスオキシメーター（プローブを指先や耳などに付け、侵襲せ
ずに脈拍数と経皮的動脈血酸素飽和度をモニターする医療機器）等の光学式脈拍センサー
で測定できる。腕時計型の生体信号センサーの裏蓋側に脈拍センサーを搭載し無線で生体
信号入力、受信装置４まで測定データを送信することができる。
【００８６】
　名城大学の向井らは、耳たぶで脈拍と血流ゆらぎが観測でき、血流ゆらぎはリラックス
状態（副交感神経優位）で増加すると報告している（日本生理人類学会誌、１１巻、２号
ｐ８１－８６、２００６）。
【００８７】
（血中酸素飽和度の測定）
　パルスオキシメーターは血中酸素飽和度と脈拍を測定できる。血中酸素飽和度は指、耳
たぶ、鼻等で赤外発光ダイオードの波長でのヘモグロビンと酸化ヘモグロビンの赤外吸収
量の違いから計算し測定され、その変動から脈拍が計算される。
【００８８】
　頭部の複数個所の血流を測定することにより、脳機能を高精度かつリアルタイムに測定
できる。そのような装置としては島津製作所製近赤外光イメージング装置「ＮＩＲＳｔａ
ｔｉｏｎ」や日立製作所製ウエアラブル光トポグラフィ装置「ＷＯＴ－２２０」および頭
部近赤外光計測装置「ＨＯＴ１２１Ｂ」等があり、それらをヘッドセット型の生体信号セ
ンサーとして利用することもできる。
【００８９】
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（脳波の測定）
　また脳波は、磁気インピーダンス素子（ＭＩセンサ）や原子磁気センサを利用した高感
度な磁気センサを使って非接触で測定することができる。
【００９０】
　脳波は周波数により周波数が高い方から以下のように分類されている。
　γ波　３１～６４Ｈz　　イライラしている状態、不安な状態（交感神経が優位）
　β波　１４～３０Ｈz　　通常の覚醒時
　α波　　８～１３Ｈz　　リラックスしている状態、集中している状態（副交感神経優
位）
　θ波　　４～　７Ｈz　　うとうとしている状態　レム睡眠
　δ波　　１～　３Ｈz　　熟睡状態　ノンレム睡眠
【００９１】
　自律神経には交感神経と副交感神経の二つがあり、代謝、消化吸収、体温の維持、睡眠
と覚醒のリズム、免疫、血液循環、ホルモンバランスの調節など人間の体の機能の維持調
節を行っている。慢性疾患の７０～８０％は自律神経のバランスの崩れが原因と言われて
いる。
【００９２】
　副交感神経が優位な状態では、瞳孔が収縮、心拍数が低下、体温が低下、呼吸が深くな
り呼吸数が低下するとともに、α波が増強されリラックスした状態になることが知られて
いる。
　逆に交感神経が優位な状態では、瞳孔が拡大、心拍数が増加、体温上昇、呼吸が浅くな
り回数が増加するとともに、γ波が増強されストレスがある状態であることが知られてい
る。
　坐禅やヨーガの瞑想で、正しく深い呼吸を行うと副交感神経の働きを優位にすることが
でき、リラックスするとともにα波が増強される。リラックス後の睡眠時には熟睡でき強
いδ波が発生することが知られている。
【００９３】
（血圧の測定）
　また信州大学の高木らの報告（第１２回日本生体医工学甲信越支部長野地区シンポジウ
ム）によると、Ｆｉｂｅｒ　Ｂｒａｇｇ　Ｇｒａｔｉｎｇ（ＦＢＧ）センサーにより、無
拘束状態で血圧を測定することができ、本発明の生体信号センサーとして利用できる。
　副交感神経が優位に働きリラックスしているときは血管が広がり血行が良くなり血圧が
低下する。逆にストレス時には交感神経が優位になり血圧が上昇する。
【００９４】
（電気伝導率の測定）
　また電気伝導率の測定法は、例えば単一矩形パルス（ＳＳＶＰと略）法により測定を行
う。
　ＳＳＶＰ法では、関電極（マイナス極）を両手足の指にある井穴の左右合計２８点のツ
ボ（経穴）に配し、不関電極（プラス極）を外関穴の左右合計２点に配し直流３Ｖ、２５
６μ秒のパルス電圧を印加し電流値を測定する。
　測定系の固有電気伝導度を１μ秒後のピーク電流値で表しＢＰとし、ＢＰは血流とも関
係する。また分極後電流ＡＰは、皮膚基底膜での分極後も流れる定常電流値で、自律神経
と関係してストレス時には交感神経が優位となり増加する。リラックスした時には副交感
神経が優位となり減少する。本発明では分極後電流ＡＰを生体信号として測定し用いるこ
とができる。
【００９５】
（体表面温度の測定）
　また体の表面温度は、サーモグラフィー装置により遠隔測定でき、生体信号として利用
することができる。
【００９６】
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＜応用例：掛け軸型メンタルヘルス・呼吸訓練システム＞
　次に図３（Ａ）の面発光表示体８を本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに組み
込んだ、月輪観または阿字観用の掛け軸を例にしてさらに具体的に説明する。
【００９７】
　図５に面発光表示体８を取り付ける前の掛け軸２４の背面図の例、図６に面発光表示体
８を取り付けた後の掛け軸２４の背面図の例、図７にその正面図を示す。図８には面発光
表示体８として照明用有機ＥＬシートを用い、サブ表示部１０を別に設けた場合の掛け軸
２４の正面図の例を示し、破線は背面に設置した面発光表示体８と、サブ表示部１０の大
きさと位置を示す。
　図９にはサブ表示部の無い場合の掛け軸２４の側断面図の例を示す。
　また、樹脂フィルムを基板に用いた可撓性の有機ＥＬシートを用いた面発光表示体８を
使用することにより、巻き取り可能な掛け軸とすることもでき、図１０には、そのような
掛け軸をゆるく巻いた状態の断面図の例を示す。
【００９８】
　図５に示す本発明の掛け軸２４の背面図の例では、面発光表示体の配線コード３３やコ
ネクター３４等が前面から見えないよう、掛け軸２４の背面に面発光表示体が四隅の留め
糸２５で固定され、中回し部２９に設けられた面発光表示部用穴３０やサブ表示部用穴３
１から表示を見るようになっている。
【００９９】
　したがって、面発光表示部の形状が円形でなく四角形の照明用パネルを使った場合であ
っても、穴の形を面発光表示部の発光領域内で所望のデザインにすることにより、面発光
表示部の発光形状を円形や八角形等の任意の形にすることができる。
　また、サブ表示部用穴を設ける場合にも、四角形の他、円形、ハート型、砂時計型等の
所望のデザインにすることができる。
【０１００】
　また面発光表示部が鏡面になっている場合、意匠性を向上させたり、光拡散面にするた
め、面発光表示部用穴３０の前面または背面に和紙や絹等の布や光拡散フィルムを貼り、
それらを通した透過光を観察するようにしても良い。また和紙や絹布や光拡散フィルムに
は文字や絵や格子が描かれたり、印刷されていても良い。
【０１０１】
　また、面発光表示部用穴３０とサブ表示部用穴３１の背面の穴の周囲には、面発光表示
体の表面との間に隙間が生じないよう、密着性が高く、かつ繰り返しの脱着が可能な粘着
材層、密着用のシリコーン樹脂層、またはアクリルゲル樹脂層が形成されていても良い。
【０１０２】
　また、留め糸２５を配置する位置は、面発光表示体８の外形により決められる（図６参
照）。面発光表示体８を留める手段は本発明を限定するものでは無く、留め糸２５以外に
も掛け軸２４の背面に設けたポケットやマジックテープ（登録商標）等の手段によっても
良く、中回し部２９の表側に面発光表示体８を色紙のように取り付けることも可能である
。
【０１０３】
　横棒３２の内部には、生体信号入力、受信装置４、演算処理装置５、データ保存再生装
置６、外部通信装置１１、音響出力装置１２、アロマ発生装置１３、電源等を内蔵するこ
ともできる。その際、横棒３２から出る配線コード３３に付いたコネクター３４は、面発
光表示体８のコネクター接続部３５と接続され、面発光表示体８の筐体もしくは基板に内
蔵された駆動回路７に駆動信号が送られ面発光表示部９やサブ表示部１０が駆動される（
図１、３、５および６参照）。
【０１０４】
　また、掛け軸２４を吊るした際に傾かないよう横棒３２の重心位置は横棒３２の巾方向
の中間線上になるように設計される。
【０１０５】
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　生体信号入力、受信装置４、演算処理装置５、データ保存再生装置６、外部通信装置１
１、電池等が面発光表示体８の筐体内部に内蔵されている場合は、掛け軸２４の中回し部
２９に穴を開けずに掛け軸２４の表側に面発光表示体８を色紙のように掛けることもでき
る。しかし面発光表示体８の筐体が厚く重くなるため、それらの装置を横棒３２に分離し
面発光表示体８に有機ＥＬシートを用いた場合のような可撓性を得ることは困難になる。
【０１０６】
　また、掛け軸２４を吊るした際に傾かないよう面発光表示体８の重心位置は左右方向の
巾の中間線上にあるように設計する。
【０１０７】
　図７および図８に示したように、本発明の掛け軸２４は、台木２６や壁面に取り付けた
軸釘３６等に、表木２７に取り付けた啄木２８で吊るされ用いられる。
　また、被験者の仰臥状態に対応し、面発光表示部９が下向きになるように表木と軸棒を
使って天井に貼りつけたり吊ることもできる。
【０１０８】
　図１に示したように、生体信号センサー２、２’から呼吸の深さに応じて得られた電流
または電圧のアナログ信号は、必要に応じてアンプで増強されたり、アナログからデジタ
ル変換され、有線または無線で生体信号入力、受信装置４に送られ、所望の発光パターン
になるような信号を演算処理装置５で生成し、その信号を用いて出力電圧を制御する駆動
回路７により面発光表示体８を駆動する。
【０１０９】
　図１１は、台木上に生体信号センサー２、２’としてマイクロ波のドップラー効果を利
用したセンサーを取り付けた例を示している。
　マイクロ波のドップラー効果を利用したセンサーにより被験者の呼吸の状態を非接触で
、被験者にセンサーを意識させずに測定でき、呼吸の深さに応じて面発光表示体９の輝度
を変化させ被験者に呼吸の状態をフィードバックすることができる。
　また、台木上には音響出力装置やアロマ発生装置が備えられていても良い。
【０１１０】
　また、通常の照明用の有機ＥＬシートでは、電極の抵抗損失のために中心部の輝度が周
辺部より低下し不自然に見える課題があったが、図１１の（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）の順に
示すように、面発光表示体９の駆動電圧を増大させた場合は、面発光表示体９の輝度は中
心から増大し、逆に面発光表示体９の駆動電圧を低減させた場合は、周辺部から（Ｃ）、
（Ｂ）、（Ａ）の順に輝度が低下することが呼吸に対応したバイタリティの高い表現がで
き、被験者が雑念を抱かず光の変化に合わせた呼吸に集中し易い点で望ましい。
【０１１１】
　その際の、円型の面発光表示体を例として、中心から輝度を増大させ、周辺から輝度を
減少させる方法としては、図１３に示した透明陽極１５を図１４に示すように中心から周
辺部にかけて陽極引出線のついた中心部の円と円を取り囲む少なくとも1つ以上のＣ環状
の円弧に分割しておき、中心部の駆動電圧を周辺部の円弧より高くすることで実現できる
が、円弧の切れ目に設けた陽極の引出し部において発光が連続せず不自然になり、また、
中心部の円と円弧間、および円弧間の境で滑らかな輝度のグラデーションが得られず不自
然な発光になる。
【０１１２】
　図２に、本発明の面発光表示体に用いる有機ＥＬシート３７の断面模式図の例を示す。
　この例では透明陽極１５を中心部と周辺部で分割せず、有機ＥＬ媒体層である正孔注入
輸送層１７の円形の面発光表示部の周辺部の厚さを中心部より、通常膜厚から徐々に数倍
程度まで厚くする構成としている。
【０１１３】
　この方法により中心部の電子輸送性発光層１８に加わる電界は周辺部より高くなり、ま
た中心部の有機ＥＬ媒体層である正孔注入輸送層１７の電気抵抗は周辺部より低くなるた
め中心部の電流密度が増大する。
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　その結果、有機ＥＬ素子の輝度－電圧特性は図４に示すような非線形特性を有するため
、電圧を増大させた場合には中心部からより高輝度になり、駆動電圧増大分に対する発光
輝度増大分の比の値を、発光表示領域の周辺部における値より、発光表示領域の中心部の
値を５０％以上大きくすることができる。逆に電圧を下げる場合には中心部から暗くなり
、有機的な自然な発光が実現できる。
【０１１４】
　また、本発明の面発光表示体の発光部は、陰極層による鏡面のままでも、光拡散フィル
ムを貼ったり、光拡散塗料を塗布するなどした光拡散面にしても良い。発光色は月の光や
黄金の輝きに近い国際照明委員会のＸＹＺ表色系のｘｙ色度図上の白色か黄色もしくは黄
味橙色の発光を基本とする。さらに面発光表示体の発光面上または面発光表示部用穴に貼
った紙や布またはフィルム上に金箔や銀箔を貼り装飾したり、題目や阿字等の文字を描い
たり、満月および蓮の花や果托等の所望の絵を描いたり、写真を印刷することもできる。
【０１１５】
　それらの絵を描く際に、銀や金等の金属ナノ粒子、およびそれらの複合金属からなる赤
、ピンク、橙、黄、緑、青、紺、茶色等のナノ粒子を含むインクを用いると、高い着色力
と透明性、耐光性が得られ、通常の顔料インクを用いた場合よりも面発光体からの光を透
過できるため、綺麗な発色が得られ、高い耐久性が得られる。そのため、有機ＥＬシート
の駆動時には、輝度や色の周囲との違いにより、文字や絵柄がより浮き出して見える効果
がある。
【０１１６】
　また、掛け軸の中回し部に設けた穴の上に透光性の和紙、絹布を張り、背後に本発明の
面発光表示体を配置することで、和紙や絹布の表面に面発光表示体表面に描かれたり、印
刷された別の絵が影絵のように浮き出るようにすることもできる。
【０１１７】
　また文字や絵柄の輝度を高めるため有機ＥＬシートの文字や絵柄になる領域にある正孔
輸送層等の有機ＥＬ媒体層の膜厚をその他の部分より薄くすることで、文字や絵柄になる
領域の発光層に流れる電流値を周辺部の地の部分より高め、高輝度化することができる。
【０１１８】
　また有機ＥＬ媒体層材料の屈折率や光散乱性添加物の濃度を地となる周辺部と変え光干
渉効果や散乱効果により発光色や輝度を変えることで文字や絵柄を浮き出させることも可
能である。
【０１１９】
　以上に説明したように、本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムにより、被験者に
負担を与えないように、非接触でも呼吸、脈拍、脳波などの生体信号をモニターすること
を可能とし、その生体信号の変化をリアルタイムで可視化することにより、黙想して軽く
瞼を閉じたり、半眼状態であっても、効果的に、被験者に自身の状態をフィードバックす
ることが可能となる。
【０１２０】
　また、本発明のメンタルヘルス・呼吸訓練システムに使用する面発光表示体は、生体信
号に応じて発光強度が明るくなる時は中心部から周辺部に向って放射状に明るくなり、暗
くなる時は周辺部から中心部に向って暗くなる、という一種独特の発光が可能であり、こ
れにより効果的な訓練が可能となる。また薄型で可撓性を有する有機ＥＬシートを好まし
く用いることができる。更に、掛け軸型メンタルヘルス・呼吸訓練システムは、坐禅や瞑
想の訓練により一層、効果的に活用でき、さらに絵柄を面発光表示部の表面に描くことで
より効果を高めることができる。
【符号の説明】
【０１２１】
１・・・被験者
２・・・生体信号センサー
２'・・・生体信号センサー
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３・・・無線送信装置
４・・・生体信号入力、受信装置
５・・・演算処理装置
６・・・データ保存再生装置
７・・・駆動回路
８・・・面発光表示体
９・・・面発光表示部
１０・・・サブ表示部
１１・・・外部通信装置
１２・・・音響出力装置
１３・・・アロマ発生装置
１４・・・基板
１５・・・透明陽極
１６・・・保護膜
１７・・・正孔注入輸送層
１８・・・電子輸送性発光層
１９・・・陰極
２０・・・封止シート
２１・・・光取り出しシート
２２・・・陽極端子部
２３・・・陰極端子部
２４・・・掛け軸
２５・・・留め糸
２６・・・台木
２７・・・表木
２８・・・啄木
２９・・・中回し部
３０・・・面発光表示部用穴
３１・・・サブ表示部用穴
３２・・・横棒
３３・・・配線コード
３４・・・コネクター
３５・・・コネクター接続部
３６・・・軸釘
３７、３８・・・有機ＥＬシート
１００・・・メンタルヘルス・呼吸訓練システム 
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